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か、個人防護具の着用、患者からウイルスの酔 曝露を受けた場合後の抗イ

ンフルエンザウイルス薬の予防投与等の感染防止策を講 じる。基嬰係等暮井

(航空機等の運航自粛要請)

鐘

国における地域封じ込めや、WHOに よる発生国又はその地域への運航自粛

勧告がなされた場合には、厚生労働省の要請に基づき関係省庁間で協議を行

ぃ→基墓、国際的な整合性等に配慮しつつ、航空会社や船舶会社に対し、発

生地域から来航又は発航する航空機・旅客船の運航自粛等を要請することを

検討する。

【在外邦人支援】

■_^発生国に滞在する邦人に対し、感染予llt策につい
~C員

朱1

幹 換

―

。

―

・ 新型インフルエンザの発生が疑われる場合には、WHOの フェニズ 4の宣言

前であつても、在外邦人に対 し、退避の可能性を勧告し、今後出国できなく

なる可能性や現地で十分な医療を受けられなくなる可能性、帰国に際しては

検疲が強化されていることについて情報提供を行うっ

海外難在彙や海外出PDE者 がいる事業者|二 対し爾よ、関係省庁や現地政府から

の情報収集を行いつつ、速やか1三 帰国させるよう要請する。

定期航空便等の運行停止後、在外邦人について、発生国の状況を踏まえ、量

国に際しては検疫が強化されていること

等■に留意しつつ、直ちに代替的帰国手段の検討を行い、対処方針を決定す

る。

国内の各学校等に対し、新型インフルエンザの発生国に滞在暮学している在

籍者に感染ユ腹丼策を周知徹底するよう要請する。事撃基瞬事許冬■

|ク ー′ 第一カ を ″ ガ
`ら

リ

【新型インフルエンザの症例定義】

・ 新型インフルエンザの症例定義を明確にし、随時修正を行い、関係機関に周

知する。

…

[医療体掏lの整備】

・ 暑8描府県等に対 し、以下を要請する。

メ‐‐

憲裁鋒殺宏寵鋸鐵麹普量眈篭鑑彗量忙鍮量管

L帰 国者・接触者外来を有する医療機関や、その他の医療機関に対し、症

llll定義を踏まえ新型インフJ/エ ンプの最煮却よ疑い患者と判断された

場合1二 1ま 、直わ11堡饉P~FI二鷺峰するよう魔講する。

> 新型インフルエンザが疑われる患者か ら採取 した検体を地方衛生研究

所へ撲付 [´ 、革型の綸杏を行い、確定診断を行 う。

【帰國者 1接触蓋繰 相談センターの設置】

・ 都道府県笠

―

に対して、以下を要請する。

を設置|す ること:|

tヽそ診
‐
断を́宇|ぢ

=|を

あ|たあ
=偏

嵐1著||1接覇菫著姜診1箱1議|セ|シダ■1等|を1通|じ

二11幕菌‐著■機腐1著‐外菜|を姜診‐するよう漁嗅ゴするこ|と11

1r薩‐藤1機‐蘭等
^‐

め1結義縫1供11

‐
■薪塾|イラフ,ι

=レ
すあ診断■浩擦に資する構1軸1奪|を●腱義機1蘭1及む1崖療1従事

著に1連遠に提供‐す|る .:

‐60・
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【検査体制の整備】

iウイルス株の情報に基づき,国立感染症研究FJ111お いて、新型インフル平ン

ジ全QECR検査体制を確立する。

よう要議する。

・ 五型エン2ルエンザ迅速診断キットの実用lLを図るゃ

【抗インフルエンザウイルス薬の備蓄・使用等】

国及び都道府県における抗インフルエンザウイルス薬の備蓄量の把握を行

う。

…

1鼈
1養饗襲墓離轟轟会禦繭襲基基自曲■基|12義||ぼ0そ●抗インフル

=輔,ヴイ,レス業φ
lギ
け豪1与を1行,よ |う1妻議する●燕鼻墓募轟碁嘉

引き続き、抗インフルエンザウイルス薬の適正な流通を指導する。■畢基勢

い

【尋寿碍発一製造ワクチン確保・供給体市1】

(プ レパンデミックワクチン)

・ 新型インフルエンザ発生後、基与■国家備蓄しているプレパンデミックワク

チンのうち、発生したウイルスに対して有効性が期待できるものについて、

直ちに原液の製剤化を行うよう、ワクチン製造会社に要請する。■畢基募働

篠

17-′ レ籍一設鼈 ッタ″努宝舞
=

(パ ンデミックワクチン)

・ 新型インフルエンザウイルス株の特定後、鶏卵等の確保ができ次第、バンデ

ミックワクチンの生産を開始するよう、ワクチン製造会社に要請する。通常

のインフルエンザワクチンの生産時期に当たる場合には、製造ラインを直ち

に中断して新型インフルエンザワクチンの製造に切り替える等、生産能力を

可能な限 り最大限に活用するよう、ワクチン製造会社に要請する。■畢基募

降

l新型インフルエンザウイルスの遺伝子構造の変異等に伴い、新 しい分離ウイ

ルス株の入手状況に応じてワクチン製造用候補株の見直しを逐次検討し、そ

の結果をワクチン製造会社に指示する。事婚望⇒剪辞年■

::||

生産さ|れ .たウ|ケチン‐

止0菫壼ユ:11日滋饉 |は基二盤二よ俺二五五■

'崩

菫立五■|

・ バンデミ ッヽクワクチ ンの承認 申議 を受けて適切に量査・承認を行う。

【接種体制寿鉾】

(プ レバンデミックワクチン)

ワクチン製造会社による製剤化が済み次第、直ちにプレパンデミックワクチ

ンの接種を決定し、集団的な機種を基本として接種する。

医療従事者及び社会機能の維持に関わる者を対象に、本人の同意を得て接種

を行う。事導電⇒罫辞与井

(バ ンデミックワクチン)

ウイルスの特徴を踏まえ、接種の法的位置づけ等について決定する。

都道府県を通じて、市区町村に、全国民が速やかに接種できるよう、公費で

集回的な接種を行うこと基本として、豊前11定めた接種体制l二 基づき、具体
的な機種体制の準備を進めるよう要請するて,

・                   プレバンデミックワクチンの有効

性が認められない場合、まずバンテミック7クチンを、医療従事者暴事基会

隻を対象に、本人の同意を得て先行的に接種するc暑
毎
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・ パンデミックワクチンが全国民分製造されるまで一定の期間を要するが、供

給が可能になり次第、集口的な接種を基本として接種を開始する。

≧_パ之二i」とクユクチン1よ、地域ご:と の発生段階によらず、各鄭道府県lil

> 都道府県・市区町村に対し、接種の周知を図るとともに、関係者の協力

盗得(接鷺を開始するよう要請する.

【情報提供】                        ・

・ ヮクチンの種類、有効性 ,安全性、機種対象者、接種体制といった具体的な

情報について積極的に情報提供を行う。

lク ーノ 第 一段″ 滋ンんな:生〃

0撞霊の実施112いて

9接I]対象者の優先麟位及びその選定方法

○接種の実施

◎ワクチンの有効性・安全性に関するモニタリングについて

Q勧 性0ヨ皿

0副反応報蔵

◎国民全の適切な情壺1提供1,つ |)て

〔事業者の対応】

,事業者に対し、発生状況等に関する情報収集に努め、職場l二 お1■るモの感染

予防辮 策碧びや、事業継続に不可欠な重要業務の継線への重点化異暮暮嘉

の準備を行うよう、要請する。■嬰係等幕■

【遺体の火葬・安置】

・ 都道府県を通じ、市区町村に対し、火葬場の火葬能力の限界を超える事態が

起こつた場合に備え、一時的に遺体を安置できる施設等の確保ができるよう

準備を行うことを要請する。事寿磐⇒勢準年■

【モニタリング】

・ワクチン鮮換が終了した段階で今tiタ リング機関する総合評1画 を行うゃ

_ljiイ ドライコ11よ、以下の内容隻に,いく、より具体的に記載す●】

◎発生後のワクチン確保・供給について

○ワクチンの確保

・国内産ワクチンの確保について

:輸入フクチンの確保1■ ついて

02クチンのI泄な流通

◎ワクチン接種の法的位置づけ等について

○ワクチン接種の法的位置づけ

○実施主体及び費用負塑
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【基本的対処方針の決定
-4】

,          菫重対策本部は、諮問委員会の意見を踏まえ、第二段階

に入つたことを宣言するとともに、           対策の等■嬰事る

基本的対処方針を決定する。

【国際間の連携】

・ 国内発生情報について、国際保4建 規則 (IHRと に基づき、WHOへ 通報す

る。■畢基募働暮■

・ WHO、 OIE笠
一

のリフアレンスラボラ トリー等とウイルス株の同

定・解析に関して協力を行い、症例定義の決定や情報共有等を行う。長畢基

‐67‐

よう準備を急ざ、バンデミックワクチンが利用可能な場合|ま できるだ|す速
やかにできるだけ多くの国民に接種する。

』‐手■夕‐暉靱辱        限
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・ ― ‐ 澤 嗣 饉 → 夫 男 馨 ギ
」 事 事 異 巧 風 与 燎 劣 晰 諄 義 寿 髪 L曇 ■ 共 弩 撻 峯 碁 焦 詳 事 嗅 ハ ヨ 争 瀬 梨 料 ¬ 曇 型 等 聟 摯 朝 逹 集 中 奥 峯 ■ 得 卜 う 製 讐

寿轟警ワクチンや抗インフルエンザウイルス薬等の開発等に関する国際的な

連携、協力を行う

―

。事辱違勢働省〒欄某碁募■

【国際的な情報収集】

,海外での新型インフルエンザの発生状況や抗インフルエンザウイルス薬や

ユ玄乏とQ査勉性二安全性笠について、_国際機関 1請外国笠を通じて必要な

情報を盤皇する,_

【サーベイランス】

|

塾轟描去驚インフルニンザ|二 閲

'る
通常の,Tベイランスを継続する。第二

段階に引き続き、新型インフルエンザ患者及び入院患者の金数把IFE、 学校等

であインフルエンザの集団発生の把握の強化を実施するが、患1著1薮らヽ増加|し

墨1晨 1藩ltl蔵薪壼レリ|夕′IIE'|'慧著1農意1人1娩1態1著|あ1全1薮:こ塩|ま●ILti董走
‐軸 二:臨壼J憮:辣 すら1皇裁二1妻無籍

=:蘊
燿 颯ヨ菫:褻

1鍾轟壺t釧亡にうJヽそ|=薔驚|あ 1与|■|べ|イラジ|ス:ご農tiス 1面1暑準|あ1若症著い継
懇|み絶継i=うtヽそ1よ■■|ず|る11

・ 国内の発生状況をリアルタイムで把握し、都道府県に対して、発生状況を迅

速に情報提供し、必要な対策を実施するよう要請する。

…

I調査研究】

・ 発生した国内患者について、早期には、積極的疫学調査チームを派遣し、感

染経路や感染力、潜伏期等の情報を収集・分析する。

・68・
‐69・
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'新型インフルエンザ迅速診断キ ッ トの有効性や治療の効果等に関する調査

研究 と分析を速やかに行い、その成果を対策に反映させる。

【情報提供】

, 国民に対して静1用 可能なあらゆる蝶体・機関を活用し、国内外の発生状況と

具体的な対策等を対策の決定ブロセスや、対策の塾堕、対策の実施主体とと

|も 11詳細に分かりやす く、で書る限リユ速1捕報提供する。

量

“

●:感著
=‐

なら|た場薇
''1対

慮|て,菫診あ芳継1馨

'1甚

1蔵1知1子ス
=|ま

|だI卓藤辱
軸 縣 轟 森 殊 競釜1減

^`め

1藤藤

"藤
iわ●● 面 動

|¨
・ 国民からコールセンター等に寄せ られる問い合わせや地方 自治体や関係機

関等から寄せ られる1青報の内容も踏まえて、国民や関係機関がどのような情

節を必専ル l′ ているか夕檀輝 し、再彦の情報提供に反 5央 する^

【1吉報共有】

・ 地方自治体や関係機関等とのインターネット等を活用したリアルタイムか

つ直接的な双方向の情報共有を強化し、対策の方針の迅速な伝達と、対策の

現場の状況把握を行う。
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眸

略

【コールセンターい の継塗尋躍割

・ 難道府塁 1_童EX戦村癬嬌罫判啓等に対し、状況の変化に応じたQ&Aの 改定事

版を配布し、襲暮線暮コールセンター線談暮畢の継続誤碁を要請する。■畢

-
・ 碁善続善_国のコールセンターを継翫遅善する。事導4導丼際欅準

【国内での感染拡大勝墓抑制策】

・ 迎醐 笠に対し、地域発生早期となった場合l二 |よ 、患煮全の対応 (治療 i

隔離)や患者の濃厚接触者の対応 (外 出自粛要請、健康観察等)な どの措置

を行うよう要請する。

・ 都道府県等や医療機関等に対し、患者の同居者、濃厚接触者、同じ職場等に

ぃる者L難 医療従事者x底救急隊彙警搬送従豊者笠時 十分な防御

なく曝露した際に1ま碁^の、抗インフルエンザウイルス薬の予防投与を行う

よう要請する。

―・ 都道府県等や関係機関に対し、病院、高齢者施設等の基礎疾患を有する者が

集まる施設熾、多数の者が屋住する施設等に押する感染予防策を強1ヒするよ

う要請する1

●

豪職|力面荊豪|あ嚢濾iミ資残 .1白1姜遊1宗千111ども

'=|1必

要な場合には、_都道府

レ7-ク プ霧」段1培 /3''労 4享〃

県等又は業界団体等に対し、発生地域の住民や関係者に対して次の要請を行

うよう依頼 し、又は直接要請を行う。

> 学校、保育基善施設等の設置者に対し、臨時休業及び入学試験の延期等

を行うよう要請する。曇早基勢毎碁〒共都科学書■

≧ 集会主催者、興

`テ

施設等の運営者に対し、活動を自粛すうよう要請する。

> 住民、事業所、福祉施設等に対し、畢系募靱嗜男降与が■一手洗い、墜

エチケット等を強く勧奨する。また、事業所に対して新型インフルエン

ザ様症状の認められた従業員の出勤停止・受診の勧奨を要請する。■畢

-> 事業者に対し、職場 l― おける感染予防策を徹底不要不幕→業務寺縮+す

るよう要請する。■嬰係箸ヰ■

と__公共交通機関等に対し、感染したおそれの高い手Jヨ月]者へのマスク着用の

励行の呼びかけなど適切な感染予防勝基丼策を講ずるよう要請する。

た 情11必要な場合に1ま 、住民に対し、可能な限り71・出を控えるよう黒請す

眸

【特 鞭 】

,渡航者・入国者等への情報提供・注意喚起を継続する。

・ 在外邦人支援を継続する。

・ 感染したおそれのある者に対しては、不要不急の出国を自粛するよう勧告す

る。また、発熱症状等が見られる者がチェックインしようとした場合には拒

否を行うよう、航空会社等に要請審 する。

~     :    |

■検疫法第 18条第 4項及び第 5項、感染l‐
~法

第 15条 の 3

‐71・
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_【医療ム担Ω驚備】

:■1都道府県等に対し、第一段階に引き続き、帰国者・接触者外来における診療

体制を継続するよう、ただし、1必1菫お|ヽ4■,た1藤I=藤11話画著|1濃機培森1菜|を

:減轟轟威滋藤意藍1証1輛10価 :``診1蔚る予い帷1滋任する■|'I

I嚢1謡1薔

'お

f

【患者暴事操幾暮への対応笠】

l都道府県等に対し、以下を要請する。

> 新型インフルエンザと診断された者に対しては、原則として、感染症

法に基づき感染症指定医療機関等に移送 4し 、入院勧告“を行う
^

|

|

4
ゴ:1蔀適編 必1嚢|ど綺麟した場書i二|1地方籍1生1耕1究1読:1鳥 tヽそ11薪壺|イ‐

_ 壺リル・
・/1チ|あ|10に1穣1春を満

=i奎
た0新コイ|シ|シ7pIIジザ慧著あ|

Pcl熱1機蓋i=晨撼1確 1走1診1断は11絶義|=お●る1患1著薮もヽ極あ|で夢なtヽ議薩

1溶翼1鰹まおt'あ|そ|ありtl患藩1藪島嗜減tiた 1毅 1皓 |ぞぼ|||1轟薔ぼ量1虚

著撃|=雌楚ttl特ち■|

■―医療機関の協力を得て、当惑堵当写事J宅築4」

●感染症法第 19条 、第 20条及び第 26条
1ヽ 感染症法第 21条及び第 26条
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> 新型インフルエンザ患者の同居者、濃厚接触者、同じ職場等にいる者、

医療従事者又は救急隊員等搬送従築者等が十分な防御なく曝露した際

量墜二饉∠_ン2とこと二2■とス

ー
畢井尋■撃与率井寿薬の手勝操与及び有症時の対応を指導する。なお、

症状が現れた場合には、感染症指定医療機関等に移送する。

I篠療機関霊ヽ の:情報触 |

11111二
「ぎ続き●‐新型ィジ|'',三 |ンザ|あ 1診

‐
断|・ 治療に贅する特華

"奪

を
=1直

療機関1友

む底績1従1事1著|=通遠に襲1棋‐する11

【抗インフルエンザウイルス薬】

・ 第二段階の
―

地域発生期の状況を予測し、引き続き、者「道府県等や医療

lgl関 に対し、抗インフルエンザウイルス薬を適切に使用するよう要請すると

ともに、患者の濃厚接触者に対し、抗インフルエンザウイルス薬の予防投与

を行うよう要請する。楽編昭勇引襲年■

・ 一引き続き、抗インフルエンザウイルス薬の適正な流通を指導する。碁畢基

警

【医療機関・薬局における警戒活動】

・ 医療機関・薬局及びその周辺において、混乱による不測の事態の防止を図る

ため、必要に応じた警戒活動等を行う。長善察寿■

・ 第■段階 (海外発生期)の記勲を参照9
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【事業者の対応】

全国の事業者に対し、職場における感染予防策や、事業継続に不可欠な重要

業務全の重点化          に向けた畢経み IT嶽蝉錮騨界■の感染

勝墓業を開始するよう要請する。■轟係暮幕■

社会機能の維持に関わる事業者に対し、事業継続に向けた取組みを要請する。

-

【犯罪の予防・取締 り】

・ 混乱に乗じて発生が予想される各種犯罪を防止するため、犯罪情報の集約に

努め、広報啓発活動を推進するとともに、悪質な事犯に対する取締 りを徹底

する。

―

:7-,メ  〃 二歳ヽ
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新型等■馬科婆ニユ事政府対策本部は、諮問委員会の意見を踏まえ、国全体と

して第二段階感染幕夫期に入ったこと              を宣言

するとともに、そ基等轟O暴階毎幕碁暮対策の基本的対処方針を決定する。

【国際的な情報収集l

・ 海外二の新型インフルエンザ等の発生状況や各国の対応について、霜崩纏裏

国際機関 l諸 71・国等を通じて必要な情報を収集する。4厚生事距H異勢輌弊各■

(地域未発生期 )

各都道府県において患者が発生していない状態

(地域発生早期 )

各都道府県において患者が発生 しているが、全ての患者の接触歴

を疫学調査で追える状態

(地域発生期)

各都道府県において患者の接触歴が疫学調査で追えなくなつた状

態 (感染拡大からまん延、患者の減少に至る時期を含む。)

¬)医療提供体制を維持する。

2■)健康被害を最小限に上どめる抑幕る。
3)長療機籠守社会 ,経済活酔 への影響を最小限に_と どぬ鋳 。

Q感染拡大を1上 めること1ま困難であり、対策の主限を、早期のi員極的な感染

拡大型tll歳から披霞軽減li切 り替える。ただし、学校笠の臨時体業や集会

の自粛といった一部の感染拡大Ip制策を継続し、感染拡大をなるべく抑え

るよう努める。

○地域ごとに発生の状況は異なることから、都道府県ごとに実施すべき対策

Ω半J断を行う,

0状況に応じた医療体制や感染拡大抑常1策、フクチン接種、社会 l経済活動

の状況等について周知し、個人一人ひとりがとるべき行動について分かり

やす〈説明するため、積極的な情報提供を行う。

O流行のピーク時の規模をできるだけ小さくし、入院患者や重症患者の数を

なるべく少なくして医療体制、の彙荷を軽減する,

0医療提供体制の維持11全力を尽くし、必要な患煮が輝切な医療を受けられ

るようにし健康被害を最小限にとどめる。

○欠勤者の増大が予測されるが、最低限の国民生活を維持するため必要なラ

イフライン等の事業活動を継続する。また、その他の社会・経済活動をで

豊ん退2継続すん,

0彙診患蛍数を減榮 世、入院患者数や重症患動 をlrpぇ 、医療提供体制全

の負荷を軽減するため、バンデミックワクチンの機種を早期に開始できる

よう準備を急ぎ、パンデミックワクチンが利用可能な場合は、できるだけ

速やかにできるだけ多くの国民に接種する。

Q送滉Q進展二応_じ【、と要性の低下した粒策の縮J、 1中ムを図る。鶏

一



1/一 θ 第庄 i段階  /り「
～̀ |イ

|

―

…

【サーベイランス】

1學善続善_イ ンフルエンザ |二 関する通常のサTがイランスを継続する.■手

・ 引き続き、国内の発生状況をリアルタイムで把握し、都道府県等に対して、

発生状況をilt連11情報提供し、必要な対策を実施するよう要請する,メ長寺

暴

_工調査皿究】

131童続童A感染経路や感染力、潜伏期等の情報を収集 1分析する1ま か、新型

インフルエンジ迅速診断■ットの有効17■や、特!二 薫症の患者の工林 1治療法

と転帰等、対策に必要な調査研究と分析を速やかに行い、その成果を対策に

反映させる。                    、

;ク ー .メ プ霧1践稀 /1//夕が ′″掬曝鶴わり聯裟発絶%解4峯″

・ 引き続き、国民から珀―ルセンター等に寄せられる問い合わせや地方自治体

や関係機関等から寄せられる1青報の内容も踏まえて、国民や関係機関がどの

ような情報を必要としているかを把握し、再度の情報提供|二 反映する,と

【情報共有】_

・ 地方自治体や関係機関等との、インターネット等を活用したリアルタイムか

つ直接的な双方向の1青報共有を継続 し、対策の方針を伝達するとともに、都

道府県単位での流行や対策の林況を的確 |「 把握する。

【ヨ

「

ルセンタ:Tの継統】

:都道府県 1市区町1ll― 対し、状況の変

`ヒ

に応したQ仁 ハの改定版を13布 し、

コールセンターの継続を要議する、

,国のコールセンターを継続する。

発生状況と具体的な対策等を、対策の決定フロセスや、対策の理由、対策の

実施主体とと、■11群細l三 分かりやすく、できる限り迅速に情報爆供する。
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